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文化財調査研究センターの業務 
 

 文化財調査研究センターでは、文化財の保護を中心に、調査、活用、及び管理等の業務

を行っています。 
 

１ 文化財の保護 

(1) 文化財の指定・登録及び遺跡に係る業務 

ア 指定文化財 

イ 登録文化財 

ウ 遺跡（埋蔵文化財包蔵地） 

(2) 文化財の保存修理、保存管理及び整備に係る業務 

ア 指定文化財の修理及び管理補助 

イ 史跡等の整備 

(3) 文化財保護意識を高める業務 

ア 文化財講座の開催 

イ 文化財ニュースの発行 

ウ 歴史文化関係団体及び文化財関係団体との連携 

エ 文化財ボランティアの養成及び活動への協力 
 

２ 文化財の調査 

(1) 文化財調査 

ア 埋蔵文化財発掘調査 

     開発事業に伴う埋蔵文化財発掘調査を中心に実施 

イ その他文化財調査 

 (2) 文化財の照会回答 

ア 周知の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の範囲及び取扱いに関すること 

イ その他文化財に関すること 
 

３ 文化財の活用 

(1) 文化財の公開 

ア 本岡家住宅の公開及び活用 

イ 文化財(史跡及び建造物等を含む)の展示公開 

ウ 文化財説明板及び標柱の設置及び管理 

(2) 管理資料の貸出・出品 

ア 博物館等関係機関への実物資料の貸出 

イ 写真資料及び図面等の貸出 

(3) 文化財調査の受入れ 

(4) 文化財関連の講座、見学会等への講師等の派遣 

(5) 所管の資料・史跡・建造物の管理 

    発掘調査により出土した考古資料、地域の昔の生活を物語る民俗資料をはじめ、 

地域の歴史や文化財に係る資料の収集・保管・展示を行っています。また、国史跡 

西条古墳群、県史跡西条廃寺、県指定文化財本岡家住宅、市指定文化財平木橋、そ 

の他、里古墳、西山大塚古墳、奥新田西古墳、石のタライ、日岡山公園の南大塚古 

墳・西大塚古墳など加古川市が管理している史跡及び建造物の管理・公開を行って 

います。 
 

４ 歴史文化基本構想に関すること 
（加古川市ホームページを元に一部加工しています。） 
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令和４年度文化財関係事業  
令和４年度　文化財調査研究センター　月別事業計画一覧表

項　　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　●第1回文化財審議委員会(6/29) 委員改選●第2回文化財審議委員会

答申 指定

　●補助金申請受付(鶴林寺保存管理､宮山遺跡保存管理､北大塚古墳保存管理､築山の榎保存管理､重要文化財鶴林寺鐘楼及び護摩堂保存修理事業随伴補助)

★★岸城跡本調査(5/13-6/10)

●R1坂元遺跡発掘調査報告書刊行(R4.3完成予定延長分)

★日岡山公園試掘調査(7･8月)

★★上村池遺跡本調査(9月)雁戸井地区ほ場整備事業関係

★★広畑遺跡本調査(11･12月)雁戸井地区ほ場整備事業関係

旧水道庁舎試掘調査(10月) 旧公設卸売市場試掘調査(11月)

文化財講座3回  ●　　●  ● 文化財ニュース発行●

（通年／文化財関係事業への講師･協力者派遣等協力） 文化財解説シート33-36号発行●          ●文化財防火活動

（通年／説明板等巡視） 説明板等設置作業・周辺環境整備●     

5/5 こどもの日特別公開 秋の特別公開11/24-30 

（通年／一般見学受入） ●消防設備点検 ●消防設備点検

草刈 草刈 草刈

（通年／史跡等巡視） 　　　 　　 ●西条廃寺高木強剪定

●交付申請 ●事業開始（6/1-R6.3/31） ●R5事業交付申請 実績報告●

　　 ●トライやるウィーク受入 　　 ●文化財保護協会市外見学会協力

●前年度分報告事務 ●前年度分補助金支払連絡

補助金支払

（通年／埋蔵文化財発掘届事務処理､周知の埋蔵文化財包蔵地に係る照会に対する回答､出土品整理(美乃利遺跡・西田池南遺跡・上村池遺跡））

（通年／関係機関への資料貸出し、調査受入れ、写真掲載承諾等事務、総合文化センター収蔵庫1・★平荘文化財収蔵庫等管理）

令和4年6月24日

（通年／有形文化財等調査、指定・登録文化財に係る調査、その他文化財に係る照会に対する回答）

文化財年報作成(7-12月)

有形文化財調査集報作成(R4.8月-R5.3月)

★★美乃利遺跡本調査(3-7月)

（通年、★市内遺跡発掘調査事業（国庫補助､確認調査及び整理等））

中道子山城アンテナ撤去工事関係立会(5-8月)

市内遺跡出土金属製品保存処理(国庫補助､R4.5月-R5.3月)

1
市 指 定 文 化 財 等

文 化 財 保 護 事 務

●第3回文化財審議委員会 ●第4回文化財審議委員会

条例・施行規則改正、文化財保存活用地域計画作成方針検討

指定文化財候補選定

2
指定文化財保存管理等補

助 金 交 付 事 務

文化財関係団体等

活 動 協 力 事 務

6
資 料 管 理 事 務
( 説 明 板 、 収 蔵 庫 等

管 理 を 含 む )

7
本 岡 家 住 宅

管 理 ･ 公 開 事 務

8
古墳群等環境整備事務

(日岡山･西条･平木橋等)

10

3 埋蔵文化財調査

4 その他文化財調査

5
文化財保護・活用

普及事務

（通年／加古川文化遺産を活かした地域活性化実行委員会(加古川文化遺産活性化事業)､伝統文化親子教室事業等協力）

9
重要文化財鶴林寺

鐘楼及び護摩堂保

存 修 理 事 業 協 力
（通年／加古川市文化財保護協会事務協力、文化財ガイドボランティア等情報交換）

（通年／国庫補助事業重要文化財鶴林寺鐘楼及び護摩堂損修理事業連絡調整）

（通年／次年度分申請準備取りまとめ）11
市民活動協力事務(文

化遺産総合活用推進

事業ほか)

（通年／次年度分申請準備取りまとめ） ●次年度分申請計画事務    
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令和３年度 文化財調査研究センター 事務報告 

１ 文化財の保護に関すること 

（１）指定文化財                        (令和 4年 3 月末現在) 

区分 種別・件数 計 

国指定 
国宝 建造物 2 件 2 件

23 件

126件

重要文化財 建造物4件､絵画5件､彫刻6件､工芸品5件､史跡1件 21 件

県指定 建造物18件､絵画3件､彫刻7件､工芸品3件､書跡1件､史跡1件 33 件

市指定 
建造物4件､絵画10件､彫刻16件､工芸品9件､書跡･典籍6件､考古資料16

件､歴史資料１件､無形文化財1件､民俗資料2件､史跡4件､天然記念物1件
70 件

新指定／市指定 1 件(｢木造金剛界大日如来坐像｣(彫刻)(平荘町報恩寺所蔵) 

所在場所変更届処理／2件(県指定｢木造聖徳太子立像｣(鶴林寺)､市指定｢聖徳太子坐像及び二王子立像｣(鶴林寺)) 

（２）登録文化財                        (令和 4年 3 月末現在) 

区分 種別・件数 計 

国登録 
登録有形文化財建造物 8所 36件 8所36件

9所37件 
登録有形文化財記念物 1件 1件

（３）遺跡(埋蔵文化財包蔵地)                  (令和 4年 3 月末現在) 

区分 件数 備考 

遺跡 658件 範囲変更等(全域発見5件(神納塚古墳､大藤山3号墳､手末遺跡､平津遺跡､石守遺跡)､範囲変更1件(広沢山遺跡)) 

（４）所管する文化財の修理等 

区分 内容 備考 

県市指定文化財 本岡家住宅屋根小修理 県指定文化財修理届処理を含む 

出土遺物 金属製品の保存処理 カンス塚古墳出土鉄刀･鉄鏃計 2点 

（５）指定文化財に対する補助 

区分 内容・件数 備考 

市指定文化財等 指定文化財保存管理5件 
県指定坂元石造宝篋印塔修理事業(県費補助事 

業随伴)､鶴林寺､宮山遺跡､北大塚古墳､築山の榎 

（６）文化財照会回答 

  ア 埋蔵文化財包蔵地に関するもの 

内容 処理件数 備考 

埋蔵文化財包蔵地照会 2,470 件 

建設及び開発に関する照会等 422 件 

計 2,892 件 
イ その他の文化財に関するもの 

内容 処理件数 備考 

文化財及び歴史関係等照会 15 件 

一般照会13件(天神山城跡赤松氏則石塔､池尻の益気神

社､加古川町ほかの馬頭観音､西条廃寺出土風鐸､東播

磨南北道路下の門柱､弥生時代の洪水､峠池の名称､坂

元の道標､厚見家文書､地名「名古瀬」､地名「駒の爪

(蹄)」､神納塚古墳の名称､東車塚古墳出土石釧実測図 

文化財行政照会2件(加古川文化遺産活性化事業の文化

財､文化財愛護シンボルマーク)  
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（７）会議 

名称 開催日 内容 

第１回文化財審議委員会  6 月 23 日 令和2年度事業･決算報告､令和 3年度事業計画･予算説明等 

第２回文化財審議委員会 11 月 22 日 市指定文化財候補諮問､関係事業報告等 

第３回文化財審議委員会 1 月 20 日 市指定文化財候補現地調査･審議､報恩寺の文化財･上村池遺跡発掘調査現場視察 

 

２ 文化財の活用に関すること 

（１）文化財講座等 

ア 文化財講座                           (講師敬称省略) 

開催日 場所 演題・講師 参加人数 

10 月 23 日(土) 青少年女性 

センター 

大会議室 

第 1 回｢加古川の中世お墓事情｣狭川真一 71 人

11 月 ６日(土) 第2回｢播磨の平城京出張所と加古川｣森内秀造 71 人

11 月 20 日(土) 第 3 回｢古墳時代の加古川｣初村武寛 78 人

計 220 人

イ 現地説明会 

開催日 場所 内容 参加人数 

１月 29 日(土) 上村池遺跡 上村池遺跡発掘調査現地説明会 200 人

ウ 企画展 

開催日 場所 名称・内容 入場者数 

７月 24 日－ 

翌年３月 27 日

加古川総合文化 

センター博物館 

発掘された加古川－近年発掘された加 
古川市の遺跡－ 

4,571 人

（２）文化財ニュース及び報告書等印刷物の発行 

名称 分類／対象 発行部数 備考 

文化財ニュース 65 号 普及誌／一般 20,000 部 令和４年 5 月 1,000 部増刷 

『神納塚古墳発掘調査報告書･広沢山遺跡発掘調査報告書』 報告書 300 部 加古川市文化財調査報告 35 

『加古川市遺跡分布地図-第4版-』 報告書 300 部  

『加古川市文化財年報 第 5号 令和元(2019)年度』 所報･紀要 300 部  

文化財解説シート 29 号 普及誌／一般 1,000 枚 円照寺の銅鐘 

文化財解説シート 30 号 普及誌／一般 1,000 枚 石井の清水 

文化財解説シート 31 号 普及誌／一般 1,000 枚 坂元の宝篋印塔 

文化財解説シート 32 号 普及誌／一般 1,000 枚 益気神社の五輪塔･宝篋印塔･宝塔 

指定文化財･登録文化財目録 目録／一般 400 枚  

（３）文化財説明板・標柱                    (令和 4年 3 月末現在)  
区分 設置数 備考 

説明板 178 件
立替(貼替を含む)5 件(東神吉南小学校砂部遺跡､鴫才公園溝

之口遺跡､神吉中学校石棺､日岡陵(ひれ墓)､ 里観音堂石棺) 

標柱 164 件 立替2件(手末構居跡標柱､大藤山3号墳(永室古墳)) 

その他、中西廃寺説明板立直し作業 1 件 
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（４）資料貸出、写真貸出、調査受入及び文化財管理 

ア 資料貸出 

相手先 資料内容 使用目的 

明石市立文化博物館 溝之口遺跡出土弥生土器等 6 点 ｢常設展｣(前年度からの継続) 

小野市立好古館 東車塚古墳出土銅鏡等 5点 企画展｢古墳礼讃－古墳ってこんなにあるの－」 

赤穂市立有年考古館 北大塚古墳･行者塚古墳･里古墳出土埴輪等 33 点 特別展｢播磨の前方後円墳-古墳からみた王の時代-｣ 

たつの市埋蔵文化財センター 溝之口遺跡出土石杵 1 点 特別展｢弥生人の道具箱-新宮宮内遺跡出土石器から-｣ 

計 4 件 45 点

イ 写真貸出･転載 

相手先 資料内容 使用目的 

防府日報寄稿者 円照寺銅鐘写真 3 点 ｢ほうふ日報｣掲載 

東播磨地域史懇話会 西条古墳群関係写真 14点 普及啓発用小冊子掲載 

神戸新聞総合出版センター 西条古墳群関係写真 4 点 ｢兵庫県の古代遺跡 1摂津･播磨｣掲載 

東播磨地域史懇話会 三角縁神獣鏡(復元品)等写真 4 点 普及啓発用小冊子掲載 

株式会社筑摩書房 行者塚古墳墳丘イラスト 1点 ｢はじめての考古学｣掲載 

ミネルヴァ書房 行者塚古墳出土帯金具写真 1 点 ｢考古学概論･初学者のための基礎理論｣掲載 

兵庫県立考古博物館 行者塚古墳西造出写真 1点 ｢関西古墳サミット｣パネル 

赤穂市立有年考古館 行者塚古墳遺構等写真 7点 特別展｢播磨の前方後円墳｣図録･パネル

和歌山県立紀伊風土記の丘 行者塚古墳出土土製品等写真1点 シンポジウム「大王墓と紀伊の首長墓」使用 

兵庫県立考古博物館 東車塚古墳出土三角縁神獣鏡等写真3点 ｢兵庫県立考古博物館研究紀要第 15 号｣掲載 

兵庫県立考古博物館 長慶寺山古墳等の遺物･遺構写真 7点 特別展｢弥生集落転生｣図録･パネル 

編集工房ペンハウス 円福寺石造宝篋印塔写真 1 点 『大塚薬報』｢新･ライバルの日本史-赤松満祐･足利義教編-」掲載 

計 12 件 47 点 

ウ 調査受入 

相手先 資料内容 使用目的 

加西市教育委員会 行者塚古墳出土土製品ほか 52 点 出土遺物類例調査 

大手前大学(教授) 行者塚古墳出土資料 100 点 行者塚古墳出土資料調査 

京都大学(学生) 池尻2号墳出土鉄釘6点･鉄鎹7点 卒業論文 

赤穂市立有年考古館 北大塚古墳･行者塚古墳･里古墳出土埴輪等67点 特別展準備 

兵庫県立考古博物館 池尻2号墳鉄剣5点･カンス塚古墳出土鉄剣3点 紀要掲載論文 

兵庫県立考古博物館 長慶寺山古墳出土内行花文鏡等 18点 特別展準備 

計 6 件 258 点 

エ 本岡家住宅利用人数 

人数 備考 

808 人 一般公開､特別公開､少年自然の家公開日来訪者 

オ 講座等への講師派遣及び事業協力 

区分 件数 事業参加人数  

講師等派遣 6 件 114 人

氷丘公民館地域学講座等3件、東神吉小学校平

荘湖古墳群見学､平岡文化財同好会企画展見 

学､加古川総合文化センターギャラリートーク 
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カ 保管資料及び所管の史跡・建造物              (令和４年３月末現在) 

分類 点数 内容 

民俗資料  1,461 点 民俗資料､古文書等 

考古資料  34,658 点 市内遺跡出土資料 

史跡･建造物等 11 件

国史跡西条古墳群(尼塚古墳､行者塚古墳､人塚古墳)､県史跡西条 

廃寺､市指定平木橋､県指定本岡家住宅､南大塚古墳､西大塚古墳､ 

西車塚古墳､里古墳､西山大塚古墳､奥新田西古墳､石のたらい 

｢考古資料｣は5年間の整理資料4,381点を追加登録､｢史跡･建造物等｣は昨年まで記入漏れであった日岡山

公園内の｢南大塚古墳｣｢西大塚古墳｣｢西車塚古墳｣及び権現総合公園内の｢奥新田西古墳｣の 4件を追加 

キ 資料借用 

内容 件数 備考 

兵庫県立考古博物館からの資料借用 1 件 23 点 
坂元･野口土地区画整理記念会館

展示のため(前年度からの継続) 

（５）国費及び県費補助金事業 

  ア 国費 

区分 内容・件数 備考 

埋蔵文化財緊急調査費 
市内遺跡発掘調査事業 1件 

(事業主体：加古川市)  

文化庁国宝･重要文化財等保存 

･活用事業費補助金事業 

イ 県費 

区分 内容・件数 備考 

埋蔵文化財緊急調査費 
市内遺跡発掘調査事業 1件 

(事業主体：加古川市)  

兵庫県文化財保存整備費等補 

助事業(国庫補助事業随伴) 

（６）国費、県費及び市費補助金事業に対する協力（加古川市が事業主体であるものを除く） 

  ア 国費 

区分 内容・件数 備考 

地域文化財総合活用推進 

事業（地域文化遺産） 

加古川文化遺産活性化事業1件 

(事業主体：加古川文化遺産活性化実行委員会､5団体の事業) 

文化庁文化芸術振興費補助金 

事業に対する協力 

伝統文化親子教室事業 
伝統文化親子教室事業  19 件 

(事業主体：福谷神社神事保存会など 19団体) 

文化庁文化芸術振興費補助金 

事業に対する協力 

イ 県費 

区分 内容・件数 備考 

指定文化財管理 
鶴林寺消防設備等事業 1件 

(事業主体：鶴林寺) 

兵庫県文化財保存整備費等補 

助事業に対する協力 

 

ウ 市費 

区分 内容・件数 備考 

協働のまちづくり推進事 

業補助事業 

課題解決(団体) 1件､西条古墳群出土遺物を活かした 

地域史セミナー活動(事業主体：東播磨地域史懇話) 

加古川市協働のまちづくり推 

進事業補助事業に対する協力 
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３ 文化財の調査に関すること 

（１）埋蔵文化財発掘調査 

遺跡名 調査原因 調査面積 調査期間 備考 

西条遺跡 宅地造成 9.6 ㎡ 4/20 土坑･ピット･性格不明堆積遺構､土師器･須恵器 

西条遺跡 宅地造成 4.5 ㎡ 4/27 遺物包含層､弥生土器･土師器･須恵器 

聖陵山古墳 住宅 4.5 ㎡ 5/18 溝､土師器 

みとろフルーツパーク(試掘) 再整備･管理運営事業 16 ㎡ 5/24-6/2 遺構･遺物なし 

長畑遺跡 個人住宅 8 ㎡ 5/25 遺構･遺物なし 

奥新田遺跡(一部試掘) 公園造成 95.2 ㎡ 5/26-6/30 遺構･遺物なし 

浜の宮遺跡 造成工事 9 ㎡ 6/1･2 遺構なし､流れ込みと考えられる土師器･須恵器 

中津構居跡 住宅 4 ㎡ 6/8 時期不明土坑､遺物なし 

坂元遺跡 宅地造成 9 ㎡ 6/17 時期不明ピット､須恵器小片 2 点

神吉遺跡 個人住宅 4 ㎡ 6/29 遺構なし､須恵器小片3点 

長砂構居跡 その他建物(擁壁基礎工事) 70.57㎡ 6/30 遺構･遺物なし 

古代山陽道 個人住宅 4.5 ㎡ 7/6 遺構･遺物なし 

溝之口遺跡 住宅 4 ㎡ 7/13 遺構なし､流れ込みと考えられる土師器片･須恵器片少量 

大塚遺跡(本発掘) 店舗 45.8 ㎡ 7/14-16 溝､古代から中世までの須恵器 

東神吉遺跡 個人住宅 4.5 ㎡ 7/22 遺構･遺物なし 

加古川町南備後地区(試掘) 開発(宅地造成) 10 ㎡ 8/6 遺構･遺物なし 

両荘中学校(試掘) 学校建設 9 ㎡ 8/11･26 遺構･遺物なし 

井ノ口遺跡 個人住宅 23.55㎡ 9/7･9･10､10/1 ピット2基･溝状遺構1基､土師器･須恵器･土師質土器 

観音寺城跡 個人住宅 6 ㎡ 9/28 遺構･遺物なし 

永室地区古墳(分布) 情報提供 約 100 ㎡ 10/8 小型の横穴式石室をもつ古墳1基 

古代山陽道 水道･ガス･電気 4.5 ㎡ 10/27 遺構･遺物なし 

城山 2号墳(分布) 遺跡分布地図改定に伴う 約 1000 ㎡ 11/4 痕跡なし 

上村池遺跡(本発掘) 農業基盤整備 615 ㎡ 11/15-2/15 掘立柱建物跡･土坑･ピット･溝状遺構､土師器･須恵器･瓦 

溝之口遺跡 個人住宅 4 ㎡ 12/2 遺構･遺物なし 

加古川町大野地区(試掘) 開発(宅地造成) 6.4 ㎡ 12/7･8 ピット､土器 

溝之口遺跡 住宅 4 ㎡ 12/27 溝､弥生土器･土師器･須恵器 

溝之口遺跡 個人住宅 4 ㎡ 1/18 遺構･遺物なし 

細田構居跡 開発(宅地造成) 12.5 ㎡ 1/24･25 遺構･遺物なし 

長畑遺跡 個人住宅 8 ㎡ 2/1 遺構･遺物なし 

西条遺跡 個人住宅 8 ㎡ 2/8･9 遺構･遺物なし 

野口町古大内地区(試掘) 開発(宅地造成) 8 ㎡ 2/16 溝状遺構･ピット､土師器･瓦 

古大内遺跡 個人住宅 9.28 ㎡ 3/2･3 時期不明土坑､遺物なし 

八幡町野村地区(分布) 開発 約2.41ha 3/28 須恵器 

平荘町里地区(分布) 開発(太陽光パネル) 約 4.9ha 3/30 痕跡なし 

 ( )表記のほかは確認調査                       計34件 
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（２）発掘届(工事の届等)処理件数 

件数 指導内容内訳 備考 

131 件 発掘調査 4件､工事立会 18件､慎重工事 109 件 発掘調査4件のうち1件は工事計画中止

（３）埋蔵物発見届処理件数 

件数 内訳 

6件 西条遺跡､大塚遺跡､井ノ口遺跡､溝之口遺跡､上村池遺跡､古大内遺跡 

 

（４）その他文化財調査等 

区分 調査原因 件数 内容 

考古資料 説明板整備に係る巡視 1 件 東神吉中学校石棺概要調査 

（５）文化財巡視 

区分 調査原因 件数 内容 

指定文化財巡視 保存･活用等に係る  5件 

 

報恩寺大般若経整理事業(5/26)､鶴林寺建造物

その 1(7/26)､鶴林寺建造物その 2(7/28)､地徳

寛墓地石幢(11/10) ､鶴林寺消防訓練(1/23)  

指定文化財巡視 現状確認巡視等 3 件 西条古墳群(7/29)､本岡家住宅(7/29)､報恩寺五輪塔(1/21) 

その他文化財巡視等 現状確認巡視等 10件 

横蔵寺墓地(5/7)､加古寅次墓(6/25)､中西廃寺跡

薬師堂その1(6/25)､砂部遺跡(7/29)､池尻8号墳

(8/16)､里古墳(8/18)､西山大塚古墳(8/18)､中西

廃寺跡薬師堂その2(11/18)､南大塚古墳等日岡

山古墳群(11/18)､報恩寺種子板碑(1/21) 

計 18件 (説明板･標柱管理関係は除く) 

（６）参考／兵庫県教育委員会文化財保護指導員による文化財巡視 

文化財名等 巡視日 備考 

尾上神社銅鐘(重要文化財)､教信寺石造五輪塔､

坂元石造宝篋印塔(以上県指定) 
8/25 

 

山之上遺跡 9/13  

鶴林寺護摩堂､鶴林寺行者堂(以上重要文化財)､鶴林寺三

重塔､報恩寺五輪塔､日光山常楽寺九重塔(以上県指定) 
9/15 

 

宮山古墳群(八幡町､市指定)､八ッ塚古墳群 9/28  

鶴林寺鐘楼､鶴林寺銅鐘(以上重要文化財)､土山宝

篋印塔(県指定)  
9/29 

 

鶴林寺太子堂(国宝)､鶴林寺仁王門､福田寺層

塔､安養寺宝篋印塔(以上県指定)  
10/3 

 

西条廃寺跡(県史跡)､北大塚古墳(市指定)､南大塚古墳､

西大塚古墳､西車塚古墳､勅使塚古墳､長慶寺山古墳群 
10/28 

 

西条古墳群(行者塚古墳､人塚古墳､尼塚古

墳)(国史跡)､里古墳､西山大塚古墳 
10/29 

 

長楽寺木造地蔵菩薩半跏像(重要文化財) 11/14  
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（案） 

 

令和４年度加古川市立公民館の利用促進に向けた取組について 
令和４年度社会教育委員会議において、令和２年度社会教育委員会議における「公民館の

今後のあり方についての提案」についての、具体的な検討として、以下の通り議論を整理し

た。 
～公民館の利用促進に向けた取組の３つの視点～  

１ 学習機会の提供を行う機能を充実させる視点 
①公民館の魅力が伝わる広報 
・公民館の様子や講座の内容が伝わる公民館だよりを作成する。 
・幅広い層へ発信するため、ホームページ以外にも紙面やＳＮＳ等を活用 
して、効果的なＰＲを行う。 
・登録団体の発表会や展覧会を市内公共施設や商業施設で開催するなど、 
公民館活動のＰＲを充実させる。   ②学習機会の充実   ・多様なニーズに対応した各種講座を実施する。   ・高齢者大学生や登録団体をはじめとした、地域住民の教育力を生かした 
講座を充実させる。 
・子育て中の親が、学習に取り組めるように、託児付きの講座を実施する。   ・小学生を対象とした、科学実験やロボットプログラミング講座等の体験型 
学習を実施して、学びを深める。      ③施設の整備   ・老朽化した箇所について、計画的に修繕・更新を行うとともに、だれもが 
利用しやすい施設となるよう、エレベーターの設置やトイレの洋式化を図る。  

２ 地域コミュニティの維持・持続的な発展のため貢献する視点 
・学校園との連携により、発表会や作品展などを実施し、地域住民の交流を 
促進させる。 
・学習機会を通じて、市民が地域活動に主体的に取り組める環境を醸成する。  

３ 多様な地域課題の解決に貢献する視点 
・行き場所のない子どもや不登校の子どもの居場所として活用する。 
・学校の部活動等で公民館を使用し、学校と公民館の連携を図ることにより、 
相互の協力体制を構築する。 

- 9 -



（令和４年 10月 18日社会教育委員会議資料） 

公民館の使用許可基準の緩和について 

１ 現在の使用許可基準（民間事業者が使用者となる場合） 

  公民館における市民の学習機会の充実を目的に、民間事業者が使用者となる場合について、令和 

  ４年４月１日から、以下の３要件を満たす場合に、公民館の使用を認めるよう基準を緩和している。 

① 社会教育法第 20条に規定する公民館の目的に合致した目的で使用。 

② 参加費無料もしくは参加費を徴収する場合は実費相当と認められるもの。 

③ 商品の展示、販売若しくは販売行為を行わない。 

  ※令和３年度以前は、社会教育法第 23条で禁止されている「営利事業の援助」の規定の趣旨を厳格 

に解釈し、講座の講師が公民館使用者となることを認めていなかった。 

２ 令和４年度使用許可基準緩和の効果 

  上記１に合致することにより、新たに使用許可を行ったもの：８件 

  （内訳）・ギター演奏者による、ギター教室（参加費無料） 

      ・ダンス講師による、ダンス教室（参加費無料） 

      ・接骨院の先生による、健康（ストレッチ）講座（参加費無料） 

      ・一般社団法人による、キッズマネースクール（参加費無料）や、自閉症について学習する 

ための講座（実費負担） 

        ・少林寺拳法講師による、少林寺拳法教室（実費負担） 

        ・スポーツチャンバラ講師による、スポーツチャンバラ教室（実費負担） 

        ・市民団体による、講演会（実費負担） 

３ 更なる使用許可基準の緩和について 

  〇公民館使用者（民間事業者、講師等）が、事業（講座等）の参加者から、実費の範囲を超えて参加 

費を徴収することを認める。 

〇適用時期は、令和５年４月１日を想定。 

（緩和により見込まれる効果） 

魅力ある講師の参画による市民の学習機会の充実 

４ 更なる使用許可基準の緩和に向けて必要な対応 

  〇社会教育法第 23条で禁止されている「営利事業の援助」に該当することがないよう、実費の範囲 

を超えて参加費を徴収する場合に適用する、公民館使用料の加算措置の創設。 

  〇基準を緩和することにより、現在公民館を使用いただいている団体の活動機会が大きく制限され

るようなことがないよう、引き続き、貸室の予約可能時期に優先順位を設ける。 

  〇使用許可事務担当職員に対する研修の実施 

≪参考≫社会教育法（抜粋） 

第 20条 公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、学術及び文 

    化に関する各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生 

活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

第 23条 公民館は、次の行為を行ってはならない。 

一 もっぱら営利を目的として事業を行い、特定の営利事務に公民館の名称を利用させその 

他営利事業を援助すること。 
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